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項番  ページ，  箇 所，  誤／正 
  1  4ページ， 図1 

誤 
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  2  4ページ， 6行 
誤 

 
正 

 
  3  8ページ，表9 

誤 

反

定限時 c)

限時

— —

強反限時
超反限時

12 7 5 ± 100

55.0級 ± 50
— —2.52.5級 ± 50

 
正 

反

定限時c)

限時

— —

強反限時
超反限時

7 5 ±±±12± 100

±55.0級 ± 50
— —±2.52.5級 ± 50
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  4 13ページ，3行目 
誤 減衰時定数 tは15 ms ～ 150 msの範囲 
正 減衰時定数τは15 ms ～ 150 msの範囲 

  5 13ページ，図3 
誤 電流

時間
acI

dcI

2 × 動作値×90％

2 × 動作値×90％

-  
正 電流

時間
acI

dcI

2 × 動作値×90％

2 × 動作値×90％

-  
  6 20ページ，表D.1中 

誤 

 
正 

 
  7 21ページ，9行目 

誤 

 
正 

 
  8 25ページ，3行目 

誤 限時演算子の如机上対への遷移時間 
正 限時演算子の初期状態への遷移時間 
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  9 25ページ，図G.1 

誤 

2 回目の事故で遠端が先にトリップ
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正 

2 回目の事故で遠端が先にトリップ

Ry-A Ry-B
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 10 35ページ，29行目 

誤 が許容範囲以内であることを確認できる場合は，動作時間の試験の省略を許容した。 
正 が許容誤差以内であることを確認できる場合は，動作時間の試験の省略を許容した。 

 11 35ページ，33行目 
誤 時カーブの傾きに対応させても動作時間誤差が許容範囲以内であることを確認できる場合は，

動作時間 
正 時カーブの傾きに対応させても動作時間誤差が許容誤差以内であることを確認できる場合は，

動作時間 
 12 40ページ，2行目 

誤 IEC60255-151 は電気機械形を含んだ過電流リレーの規格で， JEC-2510 に相当する規格で

あるが，規 
正 IEC 60255-151 は電気機械形を含んだ過電流リレーの規格で， JEC-2510 に相当する規格で

あるが，規 
 13 40ページ，5行目 

誤 IEC60255-151：2009からこの規格に反映した主な内容は解説表 2 による。 
正 IEC 60255-151：2009からこの規格に反映した主な内容は解説表 2 による。 

 14 40ページ，解説表2中 
誤 

Annex
A

反限リレーの動作時間
特性の規定  

正 
Annex

A
反限時リレーの動作時間
特性の規定  

 
 


